
ル イ ス ・キ ャ ロ ル の 『ロマ ンス メ ン ト』

笠 井 勝 子

ル イス ・キャ ロルが1856年 に発表 した,NoveltyandRornancementは,

意 表 をつ く結末の部分 が よ く解 説 され て きた。甘 いロマ ンス と詩 の世界

に身 を捧 げ よう とす る主人公 が,ふ と散歩 の途 中で みつ けた,と ある入

り口にぶ らさが ってい る一枚 の看板,彼 な らで はの 目の錯覚 が,主 人公

を憧れの世 界到来 と有 頂天 に させ る。翌 日もう一度,今 度 は証 人 を頼 ん

で,一 緒 に出か けて もらい,震 えおのの きつつ,来 てみれ ば....と い う

のが,結 末へ の筋書 であ る。 この山場へ到達 す るまで に,話 を盛 り上 げ

る脇道の雑談 が い くつ も積み重 な って いる。 しか しクラ イマ ックスへ来

ると,そ の後 は,締 め くくりのひ とこ と`Nevermore'へ と急 ぎ,ス トー一

リーは畳 み込 まれ る。 す なわ ち,そ れ まで話題 にな ってい たあ る人物 を

証 人 と して頼 み,同 行 させて い るのだが,悲 劇 に転落 した主人公 の描写

に忙 しい作者 は,す っか り同行者 の存在 を忘 れて しまって いる。

作 品の タイ トル は,NoveltyandRomancementBrokenSpellby

LewisCarroll『 新 奇 とロマ ンスメ ン ト』副題 を 「破 れ た呪文」 とい う。

雑誌Trainに 発 表 したNoveltyandRomaneementは,1925年 に なって

RandolphEdgarが 序 文 を書 き,ア メ リカのB.J.Brimmer社 か ら出版 さ

れ た。この版 は,Edgarの 序 文が6頁,キ ャロル の本文 は35頁 とい う小 さ

なハ ー ドカバーの一冊 本 と して出版 された。

1856年 とい う年 は,キ ャ ロルの創作発表 を通 してみ る と,感 傷型,理

想の賛歌,独 創的 自由奔放 型,と い う三 つの タイプ のい かに も青年 らし
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い作品 を世 に送 った年で あった。3月 には,3年 前 に書 いた 『孤独 』 と

い う詩 を発表 してい る。 『孤独』は最後 の 「み な ことご とく差 し出そ う/

積 もる歳 月の もた らす富 を/朽 ちゆ く人生の結実 を/輝 く夏の一 日/幼

子 に戻 れ るな ら」 とい う1聯 によって,あ たか も晩年 に書 か れた ように

思わせ る詩 で あ るが,こ れは21才 の キ ャロルが,青 年 にあ りが ちな,甘

い憂鬱 に浸 ってひ とりもの思 う情景 を謳い あげた もの であ る。続 いて 出

した 『薔 薇 の道 』 は,決 然 と夢 を実現 させ たフ ロー レンス ・ナイチ ンゲ

ールへ の賛歌 で あった。 さらに秋 には,青 年 の夢想 と理 想 を包 み こみ弁

論調 で織 りなす こ とばの誇 大構 築物,八 劬6勿 砌6Ro〃z砌06〃 ¢6η雌 発表

した。『孤独』を感傷型,『 薔薇の道』を理 想の賛歌 と呼べ ば,Noveltyand

Romancernentは 自由奔放 抱腹絶倒 型 といえ よう。

『孤独 』は
,1862年 発 表 のStolenWatersと い う作 品 と,同 系列 に入 る。

StolenWatersは,旧 訳 聖書 の箴 言9章17節 に 由来 す る題 名で,邦 訳 は 『盗

んだ果実』あ るい は 『人 目を忍んだ快楽 』とい う。 『孤独』の詩 と同様 に,

青 年 に特有 の感傷 をうた ってい る。 『薔 薇の道』 は,ホ ル マ ン・ハ ン トの

絵 に啓発 されて夢 に見 たAfterThreedays『 三 日後』 とい う詩(1861年)

と並 ぶ。そ して,荒 削 りな ところがあるものの,NoveltyandRornancernent

は,『 ハ イアワーサの写真術 』をは じめ とす る誇大 な表現 で,笑 い を生 み

出す キャ ロル らしい作 品群 と同 じ系列 に入 る。

これ らの三作 品が 『トレイ ン』 に載 った1856年 とい う年 は,キ ャ ロル

が1851年 に大学 に入 って か ら,55年 に リデル に よって数学 の講師 に任命

され た。その翌年 に 『孤独』,『薔薇 の道』 それ に 『ロマ ンスメ ン ト』 を

発表 してい る。 ひ と りで 自活 で きる見通 しが立 ち,い よい よこれ か ら自

分 の 人生 が始 まるという,前 途洋 々24才 の 春で あった。Studentshipの 条

件 さえ満た していれば,彼 は生涯 をク ライス ト・チ ャーチ学 寮で暮 らす

こ とがで きる。何 の愁 い もな く,未 来 は保 証 されていた。
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1869年 に 出た 『フ ァンタズマ ゴ リア』 は,雑 誌 『トレイン』 に掲載 し

た キャロル の作 品 をほ とん ど収録 して いるが,例 外 が,二 つ ある。一つ

は,ワ ーズ ワー スのResolutionandlndependenceの パ ロデ ィであ るUpon

theLonelyMoor,も う一 つ は,こ こで取 り上 げ るNoveltyandRomance-

meetで あ る。UpontheLonelyMoorは,『 フ ァ ンタズマ ゴ リア』か ら,

3年 後 に出版 され る 『鏡 の国 のア リス』の 中で書 き換 えて,The・4gα 乙

AgedManと い う詩 になった。 その ため に,『 フ ァンタズマ ゴリア』か ら

は,は ず して おいたのだ,と 思われ る。一 方,NoveltyandRornancement

の 方 は,短 編 であ るか ら,詩 集 『フ ァンタズマ ゴ リア』 に は集録 しでい

ない。

ラ ン ドル フ・エ ドガ ー に よれ ば,こ の短編 は,『 トレイ ン』 に掲載 され

て以後,70年 間 どこに も再録 をされ なか った。 こ こに1925年 の 版 に よっ

て,『 ロマ ンスメ ン ト』を紹介 しよ う。 書 き出 しは主人公 「私」の 自己紹

介で始 まって いる。

「私 は人生 の あの時 を"阿 鼻 叫喚"と い うべ きか"勝 利 の声"と 称 す

べ きか,迷 ってい る。

そ こには,偉 大 と威 光が あ り,厳 粛 と厳格 が あ る。 二つ の間の半 ば

とい うもの を探 し,つ いに上 記の表題 を定め た。 これ ももち ろん間

違 ってい る,私 は常 に問違 ってい る。 だが,今 それ をい うのは,止

そ う。真 の雄 弁家 な る もの は,初 めか ら,激 情 に身 を任せ ることは

しな い もので ある。 先ず は,あ りきた りの こ とで語 り出 し,徐 々 に

調 子 を上 げてい き,進 行 とともにその 力を増 してい くの であ る。先

ず は,名 乗 ることに しよう。私 は,リ オポル ド・エ ドガ,__1)・ス タ ッ

ブ ズ,と い う者 で あ る。 ここで,は っ きりと断わ ってお く。読 者諸

氏が この名前 で同名 の他の人物 と混 同 を起 こす こ とのな いよ うに願

いたい。 キャ ンバ ー ウ ェルの ボ トル通 りに住 む有名 な靴 屋 とか,有
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名 とはいかないが もっと広 く世間に知 られた名前,カ ナダの軽い喜

劇役者のスタッブズとか,ど ちらの連想 も恐ろ しく,軽 蔑を持 って

願い下げだ。ただ,こ こに挙げた個人に対 して中傷の意図はまった

くない。 これまで会 ったことがない人たちであり,将 来 も会 うこと

がないよう願っている。

さて,あ りきた りのことはこれ くらいでよい。」

この後,「 私」は,夢 や予兆を説き明かす者 に呼びかけて,あ る金曜 日の

午後に起 きた偶然のできごとを語 り,不思議がる。その金曜 日の午後「私」

はグレイ ト・ウォトゥルズ ・ス トリー トを出た所で突然,ひ とりの男と

ぶつか りそうになる。この男との出会いの一瞬に生 じた内面描写が

出会いは24頁 目で語 られて,そ こから自分の内なる描写へ移 り,再 び男

との出会いの瞬間に話が戻って くる33頁 目まで,「私」の話は脇へ脇へ と

9頁 分流れて続 く。次は 「私」が運命的な出会い,と 思い込んだ男の外

見の描写である。

「出会 った男の外見は目立たず質素な身な りである,し かし,そ の目

ときた ら天才の炎が燃え立 っていた。夜になって,わ が人生の素晴

しき理想が叶えられ ようとしていることを,夢 にみた。我が人生の

素晴 しき理想 とは何か。お話 しよう。恥 と悲 しみをもって,お 話 し

しよう。」

そ して,幼 い頃か ら胸 に抱 いた詩 への憧 れ は,突 き詰 めてい えば 「ロマ

ンス メ ン ト」へ の憧憬 で あった,と 語 る。

「子 どもの頃か ら,私 の乾 きと情熱 は(独 楽回しの紐 に対するよりも,

タフィー飴 とは互角の勝負で),詩 歌 に向かっていた。最 も広い意味
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と最 も激 しい意味での詩歌,意 味や韻やあるいは リズムの法則に拘

束されず,宇 宙の音楽に共鳴 している,そ のような詩 を求めた。小

さい頃から,い やゆりかごの時代から私 は詩に憧れ,美 に,斬 新に,

ロマンスメン トに憧れた。q童 れ」というが,そ れは私の静かな時の

気分 を表わすことばであ り,そ れはまた身を投げて飛び込む ような

激烈な情熱 をも指すものである。(そ れを別のことばでたとえれば)

アデルフィ劇場の外壁 を飾 っている非解剖学的看板が,お よそ人間

の骨格がこれまで取 ることはできなかった姿勢にフレックスモア2)を

描いて,最 低料金で芝居見物をする思索好 きの連 中に,人 間の姿 と

造形 ゴムの双方が合い醸 し出す とてつ もない優れた所業で,真 の意

味を伝えている,と いった ところである。」

「やや,問 題がそれて しまった,そ れ も人生だから,あ りがちのこ と

である。」

と言 って,こ こで,本 論 に戻 るか と思 えば,次 には,「 人生 とは,何 か」

をたずねて み よう とす る。

厂私 は
,あ る時,「 人生 とは,結 局,何 ぞ?」 につい て語 って いた。 そ

れにつ いては もっ と詳 しく書 き留 め る時 間がない し,ま た その時 に

居合 わせ た者の誰 ひ と り,(私 た ち は,ウ エ イター も含め て,全 部 で

9名 で あった。 そこで,私 が その ような考 察 を披 露 したの は,ス ー

プ が下 げ られて いる問の こ とで あ ったの だが),私 に論理 的な 回答 を

与 え るこ とので きる者 は,そ こにはお らなかった。

そこで 「私」の思考は再び,詩 歌 に戻 って,幼 い頃か ら詩作 を激励 して

くれたお じのことに話が及んでい く。
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「人生 も初めの,幼 い頃に書いた詩は伝統的紋切 り型から離れて全 く

自由自在であるところが実に際だっていた。それだか らこそ,今 日

の文学が厳格 に要求するところに沿わないものでもあった。未来の

時代 には,そ の詩が読 まれ絶賛を受けるであろう。そ して,「ミル ト

ンが,」と我が尊いおじがよく,声 を上げて言ったとうりになるだろ

う,「 ミル トンやその類の詩人が忘れられ るようになった時こそ!」

19世 紀 半 ばの この時 に,ミ ル トンが忘れ られ る ときが くる とは誰 も予 測

を して いない,の であった。 そ して,20世 紀 の終 わ りの今,ミ ル トンよ

りもは るか に,こ のユ ーモア を残 して くれ た作 者の 名は世界 に知れ渡 っ

てい るこ とを,こ の時 「私 」は,少 しも驚 いて いなか った。 「私」に対 す

るお じの鼓 舞激励 の一例 は次 の ような もの であ った。

「この共感 して くれるわが身内がなか りせば,我 が天性の詩1青は決 し

て出現することはなかったもの と確信する。今で もよく覚えている。

お じが 「独裁君主制」に寄せ る詩を書 けば6ペ ンス上げよう,と こ

どもの私に言った ときのあのぞ くぞ くする気分。その詩 を探 し出す

ことに成功 してはいないのだが,ち ょうどその次の水曜 日のこと,

みなが よく知っている,私 の 『死せ る子猫に寄せるソネッ ト』を書

き綴ったのだ。それからの2週 間で3つ の叙事詩を書 き始めた。題

名は残念なが ら覚えていない。」

さ らに,世 間 に受 け入 れ られな い詩 人た る 「私 」の真価 につ いて,次 の

ように語 ってい る。

「私は生涯の間に7巻 の詩を恩知 らずの世間に送 り出した。それはみ

な非凡な才能が受ける,無 名に して侮 りを被る運命 をたどった。そ
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の中味に何か欠点があった,と いうことではない。欠点がいかな る

ものであったにしろ,い つれの書評欄 も批評を試みることを,未 だ

していないのだ。 これは,大 いなる事実である。私の作 品で,世 問

で何 らの噂になった ものは,マ グル トン ・カム ・スィルサイ ドの支

持団体 に寄せた一編のソネッ トであ り,彼 がその町の市長に選任 さ

れた時のことであった。その詩は個人の手か ら手に,広 く回覧せ ら

れ,当 時は大いに話題 になった。主題 については,大 衆 固有の精神

のゆえに,詩 の中の繊細な賛辞を評価 し得ることを果た しえていな

い。それ どころか不遜なことばでその詩について語 ったのだ。 しか

し,私 は今,そ の詩があらゆる偉大なるものをもつと考えたい。

結末のカプ レットは友人の勧めで付け加えた。友人は詩の意味を完

結させ るために必要だ,と いう。 この点について私 は,彼 の円熟 し

た判断力に従った。」

この後に14行 詩が続いている。そ して,英 国の詩人の最高の名誉である

桂冠詩人の選任について,以 下のように特異な提案をしている。

「アルフレッド・テニス ンは桂冠詩人である。その栄誉 ある地位に彼

が就 く権利を請求することを云々する者ではないが,も しも政府が

その時に遠慮な く介入 さえしていれば,そ してその地位を広 く競争

で決めることと定めて,候補者の力を試すためにしかるべ き課題

例えば,「 フランプ トンの健康丸薬,ア クロスティック詩」という課

題 で も出していれば,結 果は非常に異なっていたであろう。

もちろん,そ の ような課題 で桂冠詩人の地位を競っていた ら,ア クロス

ティック詩 を得意 とする 「私」の作者はテニスンと入れ替わっていたの

にちがいない。
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「だ が
,本 題 に戻 ろ う(こ れ を,わ が高貴 なる同朋 は,実 に非 ロマ ン

チ ックに 「マ トンに戻 ろう」 とい うの だ),そ して グ レイ ト・ウ ォ トル ズ

ス トリー トの職 人 に。

ここは,`returntoourmuttons'本 論 に話 を戻 す,と い う英 語の慣用表

現の意 味 と字 句 どう りの意味 との二重 の意味 に使 って あそんで い る。

「職人は小 さな店か ら出て くるところだった。不細工な作 りの店で,

ずいぶん と崩れかかってお り,全 体 に少 し怪 しく見えた こうし

たすべての中に一体何 を見たか ら,私 の存在に とって偉大なる人生

の記念すべ き事件が到来 したと信 じたのか。読者 よ,私 は看板を見

たのだ!」

偉大なる人生の記念すべ きできごと,と 緊張感 を張 り詰めておいて,「看

板」というひとことを放 り出すので,聞 くものはみな,ガ シャっとたが

を外 されてしまう。

「そ うだ。 あの錆び付いた看板,片 方の蝶番で崩れかけた壁について

きしんだ音を立てていた看板の上 に書いてある文字が,頭 から足先

まで滅多にはない興奮で私をぞ くぞ くとさせた。『サイモン・ラブキ

ン ローマンスメント商』。これがそのままのことばである。

こう して話 は冒頭 の語 り出 しへ戻 って い く。

「ときは,6月4日,金 曜 日,午 後四時半のことであった。

三度私 はその文字を読み直 した。それから手帳を取 り出 して,そ の

場で写 しとった。職人は一部始終 を真剣,か つ(そ の時はそう思え
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たのだが)敬 意をこめた驚 きの目でじっと見つめていた。

私は職人を呼び止めて,言 葉 を交すことに した。その時以来,長 年

にわたる苦悩 は私の悶える胸 にあの場面 をじわ じわと焼 き付 けて消

えない。私 は交 したことばのひ とつひとつをすべて,繰 り返すこと

がで きる。」

思い込みによって,「 私」と何 もわからない職人との問には行 き違いの会

話が続 き,読 者 に期待 と予感 を抱かせる。

「職人は,」(と 「私」は最初の質問をした)同 類の気質 をお持ちか,

否か?」

職人は,わ か らない,と 事実のままを告げた。

「お気付 きであろうか(こ こで思 い入れの強調 をして)彼 の看板の上

に書かれた輝か しい文字の意味に。」

素晴 しいではないか,職 人は以前からそれについて悉 く知 っていた。

「では,職 人は(突 然の招待だとはいえ)近 隣のパブへ席 を移 し,そ

こでゆっくりこの問題 を話 し合 うことに異論がおあ りで しょうか?」

職人は一杯や ることに異は唱 えません,そ れどころか,喜 んで,と

言 った。

(そこで,休 憩にはいり,水 割 りのブランデイを2杯 。そ して会話は

続行 した。)

「その商品は売れるのか,特 に 「民衆」にはどうなのか。」

職人は哀れみを浮かべた善良な目で質問者を見た。「商品はよく売れ

る」,と彼 は言った,特 に民衆が よく買ってい く,と 。

「どうしてあそこに 「斬新」と付けないのか?」(こ れは,重 大な瞬間

で,私 は聞 きながら身体が震えた。)

「悪 くない」 と職人は考えた。時がきた,時 が答 えることだろう,し
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か し時 は飛び去 るのだ,そ うだね?

「この輝か しい事業 において,職 人はおひ とりか,そ れともその商品

を同じように手広 く扱っている方は他におられるのか。」

職人は叩 きつけるように言った,「誰 もおらぬ。」

「この商品は何のために使用されるのか?(こ の問いを私 は興奮で息

を詰まらせなが ら口に した。)

「それは,た いてい何でも一緒につな ぎ合わせ る」 と職人は信 じてい

た,そ うして石 よりも硬 く固める,と 。

これは解釈するのに困難な一文であった。

私 はしばらく考えてみて,そ れから,自 信はもてないが聞いて見た,

「君の言っていることは,そ れが人間の運命の切れた意図縦糸を結ぶ

のに役立つ と言っているのかい。

豊かな想像力の生み出した非現実的産物に,生 き生きとした現実性

をいわば付与する,と いうことだろうね?

職人の返事は短 く,しか も味気ない言葉であった。「そういうことで

が しょうかい 俺 ら,学 者でねえっち」

これで,会 話 はまぎれもな く失速 した。長年大切 にして きた夢が叶

ったのであろうか と,胸 の内では真剣に議論が渦巻いた。このよう

な場面は,私 が思 い描いたロマ ンスとは実に不調和であった。また,

目の前の友には私の中の激烈な興奮 にも一向に共感するようなとこ

ろがないことも,痛 切 に感 じられた。私の興奮は無遠慮 な輩がただ

奇抜 と片付ける行動の中に,これまでそのはけ口を見い出してきた。」

ここで再び,「私」は職人 との会話から離れて,夢 に思い描 くロマ ンスを

求めて行動 を起こしたときの 自分の姿を語 り始める。

「或る時私 は雲雀 と共に起 き あの鳥は 「一 日の可愛い先触れ」一
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(確かに一度。二度はなかったが)特許の目覚まし装置の助けをか り

て,時 ならぬ時間に出かけて行ったことがある。玄関の石だたみを

磨いていた女中をひ どく驚かせて,露 の置 く芝生の水滴を踏 み払い

つつ,半 ばは眠 りに閉 じた目で,金 色の曙光 を目撃 したことがある。

友にはいつ も話 して きたが,こ のことについて語 る時,そ の瞬間の

私の恍惚 ときたら,あ のような興奮に身を晒す という危険はあれ以

来,も う二度 とおかそうとは思わない程,過 激な ものであった。

そうしたロマンスへの思い入れにも,実 は思いのほか興醒めな現実がつ

いて まわる。

「これは,内 密の話だが,私 が一晩でな しとげた理想に,現 実は及ば

なかった。従って,そ れほど無理を して早起 きする苦労には見合わ

ない,と いうことだ。

私はまた別の とき,夜 中に,厳 粛な森 を彷徨い歩 いたことがある。

苔むした泉の上に身を屈めて,水 晶の流れにもつれた髪 と熱い額 を

浸 した。

(たとえ,そ の結果がひどい風邪で寝込んで しまったり,髪 のカール

が一週間もかからなかったところで,何 だ というのだ。 こうした些

細なことをもって,そ の時の詩情が台な しになるだろうか。)

或 と きは小 説 を地 でい って み よう と,物 好 きな こ とをや った 「私」 に,

また現実 的な酬 いが あ った。尊敬 す るお じは,そ の と きです ら,少 しも

騒 がず 厂私 」 を励 ま して くれ るので あった。

「私 はセ ン ト ・ジ ョー ンズ ・ウッ ドの近 隣 にある
,自 分 の小 さいが綺

麗 に整 えた住 みか を解放 して,ひ とりの老 いた乞食 を,「私 の炉端 に

座 り,夜 を徹 して語 り明かそ う」と招 き入 れた。(そ れは ゴール ドス

ミス の 『見捨 て られ た村』 を読ん だ直後 の こ とだ った。確 か に,彼
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は何 一つ面 白い こ とを話 さなか った し,ま た夜が明 けて 出て行 った

ときに広 間の大時計 を持 って行 って しまったの は事実 で あ るが,そ

れ で も,お じはいつ も,「 自分 もそ こに一緒 に居た らよか った と言 っ

て くれ た」。また,こ の こ とで,私 の内 にあ る新 鮮 さや イマ ジネイ シ

ョン(と い うか 「気質」 というか,そ の どち らだ ったか忘 れたが)

お じには予 想外の ものだ った未 熟 さが見 えた,と 言 うのだ った。

話は移 って,世 間に未だ認められない尊敬す る 「お じ」の持つ哲学的才

能に及ぶ。

「この後者の話題 についてもっと詳 しく語 ることは私の務めであると

思 う 私のお じの履歴のことだ。いつの日かあの素晴 しい男の

才能を世間が崇拝す るようになる日がこよう。資金が無 いので今の

ところは彼が考案 した哲学の偉大なる体系 を公刊するこ とができな

いが。そこで今は,か れが恩知 らずの国家に残す貴重な多数の手書

き原稿の中か ら,際 立った一例 を選んでみよう。そして,私 の詩が

広 く世間で高い評価 を得 る日が きた ら(今 は遠い先のこ とに見 えよ

うとも!)そ の ときには,お じの非凡な才能も当然の栄誉を受ける

ことになると,確 信 している。

ここで,「 私 」 は,非 凡 な 「お じ」 の一文 を引用 して,「 哲学 的解釈 」 を

試 み る。 その終 わ りの方 には,ソ クラテス,プ ラ トンの名前 を担 ぎ出 し

た。

「尊敬す る親戚の書 き物の中に彼の時代のある哲学の本か らとった一

頁 とおぼ しい ものがあった。それには次のことが記 してあった。「こ

れはあなたの薔薇ですか?そ れは私の ものです。それはあなたの も
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のです。これ らはあなたの家ですか?そ れらはわた しの ものです。

私にパ ンを(少 し)く だ さい。彼女は彼の顛 を平手打ちした。」これ

についてお じの手で傍注が付けてあった。「或 もの はこれ をばらば ら

の文 という。わた しには,別 の見方がある。」この最後の一言は彼の

好 きなことばで,倫 理的深い慧眼を隠しているので,そ れが何かは

考えて も無駄であろう。真に,こ の偉大なる男のことばはいつ もき

まって素朴であるため,私 を措いては他に誰 もお じがふつうの人間

以上の思弁能力を持つ とは思って もみないのであった。

僭越なが ら,こ こで卓越 したこの一文についてお じが解釈 したであ

ろうと思われ ることを披露させていただきたい。著者は詩 と物的財

産 と個人の所有物の領域 を区別する意図と見受けられる。質問者は

まず,花 のことに触れている,そ れに対 して何たる気前のよい感情

のほとば しりか!「 それは,私 の もの。それはあなたの もの。」それ

は美 しい もの,真 の もの,善 なるもの。そのことばは自他の所有権

を主張するけちな了見に煩わされていない。 自他の所有物も,人 間

共通の財産である。(そ のような理念に基づいて 「私」は一度有名な

法案 を作成 したことがあった。その名称は,「美を根拠 として狩猟法

の実施からキジを免除す る法令」であった。この法案は問違いな く

両院 を成功の内に通過 したはずであったのだが,そ の手続きを引 き

受けて くれた議員が,不 幸にして精神病院に入れられて,第 二読会

には進 まなかった。)

第一一の質問が成功 したことに勇気を得て,わ れ らが質問者は 「家」

(「物的財産」であることがおわか りで しょう)へ と話を移す。ここ

で,彼 は厳 しい,寒 気のする答え「それ らは私の もの」 に出会 う

これにはそれまでの答えが持っていた,い かなる鷹揚な気持ち

の片鱗 もな く,代 わって所有の権利を厳然 と主張 している。
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「これが,純 粋にソクラテスの対話であれば,し か も単に現代の模倣

模造版でなければ,質 問者はおそらく,次 のようなことばを差 し挟

まれたことだろう,「私 にです よ」 とか,「私です,私 としてはね」

とか,他 に一体 どうするのだ?」 とか,そ の他,同 じような独特の

表現 を。それはプ ラ トンが登場人物 にす ぐさま司会者の意見を盲従

的に受け入れさせ,彼 等の使 うことばが文法違反 していることを明

かすのに似ている。

「大胆な質問者は最後の回答の冷淡 さにひるみもせずに,質 問を要求

へ と変えてい く。「私 にパンを与えよ」と。ここで,会 話 は突然停止

す る。そして,以 上のことの教訓は話の中に指摘 されている。すな

わち,「彼女は彼の顛に平手打ちを くらわせた」と。これは,一 個人,

あるいは一国家の世界観にあらず。その感情は,も しこう言ってよ

ければ,ヨ ーロッパ的問題である。私のこの説は,そ の本が英語,

フランス語,ド イツ語の並記で印刷 してある,と いう事実か らも裏

イ寸け られ.よう。」

こ うして,「 お じ」の紹 介 を終 えて再 び,職 人 との会話の場面 に戻 り,「お

じ」 の立 ち会 いの下 に,職 人が商 ってい る 「ロマ ンス メ ン ト」 を確 認す

るこ とにな る。

「お じはこのような人物であった。その人物 と共に,私 は疑 わ しい職

人 と対決 をする決意 を固めた。 「翌朝面会の約束をした。そこで

私 は「その品物」(と てもその大切なことばを口にすることなど私 に

はで きない)を 実地に調 らべ よう。その夜は眠れぬ興奮 した一夜で,

やがて くる決定的瞬間の予感に押 しつぶ されそうであった。

その決定的瞬間に向かって,「私」の期待 と緊張は苦 しいほど高まってい
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く。それを,作 者は歯医者へ行 く気分に譬えている。

「時はついにきた。み じめな絶望の時が。いつ もそうだ。その時を永

遠に先延ば しにはで きないのだ。歯医者 に行 くという,子 どもの時

の苦い経験で分かっているとうり,そ こへ行 く道中がいつまで も続

くことはありえない。運命の入 り口は確実に開 く。心臓は最後の30

分間で重 く重 く沈んでいって,つ いには心臓があることすら疑問に

思 えて くるのだ。やがて,突 然 ドー ンとこれまで夢想だにしなかっ

た奈落に転落 して消えてしまう。

さあ,も う一度言おう,時 はついに来た。

卑 しい職人の ドアの前に立ち,ど きどきと高鳴 る胸 を期待でふ くら

ませ ていた。その時,ふ と,私 はもう一度あの奇妙な文字に目をや

った。おお,何 という変わりよう!何 と恐ろ しい!私 は何をみてい

るのか?熱 っぽい空想に騙 されたのか?お そるべ き間隙がNとCの

間で口を広げて欠伸 をしている。一語ではな く,二 語だったのだ。

こうして,夢 は覚めた。

看板のRomancementの 文 字の中でNとCの 問 にあったスペ ースを見落 と

していた,と い うの だ。職 人が商 ってい た ものは,R一 マ の セメ ン トだ

った。

読者 は,意 外 な結末 に呆 気 に とられて しま う。それ か らこの悲劇 の主

人公 を,さ ん ざん に笑 うことになる。作 者 は,最 後 を次の よ うに締 め く

くってい る。

「道の曲が り角で,振 り返 ってもう一度,悲 しみ と愛 しみのまなざし

をもって実体のない希望の幻影を見た。かつてはあれほどに慕わ し
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くかき抱いた空 しき希望。「さらば!」 と私はつぶやいた。それが結

末であった。私は杖 をつ き,涙 を拭 った。翌 日,ダ ンピィ・アンド・

スパ ッグ社 と取 り引 き関係 を結んだ。ワインと酒類の卸業者である。

看板 は崩れかかった壁に当たって,ま だ音 を立 てている,だ がその

音がこの耳 に楽の音 と聞こえることは二度 とない ああ!二 度

と。

悲劇 の最後 を,作 者 はエ ドガ ー・ア ラン・ボーの詩TheRaven(1845年)

の 結 末 の一 句,「 二度 と」Nevermoreを 二 度使用 して,こ の短 編 を飾 って

い る。

作者 キャロル には,尊 敬 して止 まない「お じ」がいた。母 方のSkeffington

Lutwidgeと い う人で ロン ドンのブ ロンプ トンに住 んでいた。学生時代 に

は ロン ドンへ で る と,よ くこの お じを訪ね ていた。独 身で,精 神病 院の

査 察官(RoyalinspectorofInsaneAsylum)を や っていた人で,キ ャ

ロル が行 くと仕事の旅行 で不在 のこ とが時折 あ った。 お じの最期 は不幸

に も,患 者 に頭 を殴 られて,そ れが原因で亡 くな った。

作 品 中には,法 案 を議 会 に提 出 しよう とした議 員がlnsaneAsylumに

送 られ た とい う くだ りがあ る。

スケ フ ィン トン ・ラ トウィ ッジは,進 取の気 に富 んだ人 ら し く,新 式

の器具,珍 しい ものを集めて いた。 若い甥の キ ャロル に とって彼 は大 変

に魅 力 であ った ようだ。父方の お じのハ ッサ ー ドや ク ロフ トの知 り合 い

の所 をたずね る と,た くさん の子 どもた ちをは じめ,み んな相変 わ らず

で あま り変わ りが ない,と い うこ とが 日記 に出て くる。キャ ロル 自身 は,

大 学の 中 に身 を置 いて,日 常の些事 に煩 わ されず,先 輩,同 僚 に恵まれ,

広 が る未 来 を前 に して これか らとい う1856年 の こ とであ るか ら,独 身の

スケ フ ィン トンお じの姿 は,若 き甥 の 目に格好 よ く映 ったの にちが いな
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い。父が保 険 に入 るこ とを忠告 した と きに,「 結婚 は当分考 えな い し,し

たが って今か ら保 険 に入 る必要 もない」 と,珍 し く忠 告 を素 直に きかな

か ったの も,或 い はこの叔 父の生 き方へ の共感が あ ったの であろ う。 キ

ャロル のユ ーモア の短編 『ロマ ンス メ ン ト』は,「 わが 尊敬 す るお じ」を

いつ まで もその 中に とどめ る作 品 とな った。

注1)ド ジス ンが考 えて,イ ェイツ に新 聞記者 の ようだか らと退 け られ

た最 初の筆 名 は,エ ドガー ・カ ス ウェ リス であ った。詩 人 ボー と

同 じエ ドガー というフ ァース ト・ネームが彼 の念頭 にあ ったので

はな いだろ うか。ボーの詩 の中か ら`Nevermore'と い うひ とこ と

が この作 品の最後 を締 め くくって いる。

注2)RichardFlexmoreGaetter(1824-1860).パ ン トマイムの 舞台で

活躍。1824年9月15日,ロ ン ドンのケニ ン トンに生 れ,8才 で,

ヴ ィク トリア劇場 に出演,11才 の ときに,『 月の 中の男 』で,滑 稽

な もの真似 の影 踊 りを演 じた。1844年 以 降,道 化 として活躍 す る。

(英 国のパ ン トマ イムは,善 玉が 悪玉 を駆逐す るのが 定式で,舞

台 と観客が一 体 となって盛 り上 が る。子供 向けの芝居 で あるが,

連 れて きた大人 もまたそ こに別 の意味 を理解 して,二 通 りに楽 し

め る芝居 にな ってい る。パ ン トマ イム には,定 番 があ り,現 在 で

もキャロルの時代 と同様 に,『 ア ラジン と魔法 の ランプ 』 『ア リバ

バ と40人 の 盗賊』 『シ ンデ レラ』 『ジャ ック と豆 の木 』 な どが上 演

されてい る。英 国のパ ン トマイム は黙劇 で はない。)
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